
震災遺産に向き合う
視点から

福島県立磐城高等学校
地理歴史･公民科教諭 小峰 朱理菜



小峰 朱理菜（こみね しゅりな）

•専門科目：地理歴史･公民科（専攻：世界史）

•担当科目：世界史探究（２年次：２単位、3年理系：３単位）

•高校卒業した３月に実家（福島県東白川郡塙町）で被災

→翌月には大学進学のため福島を離れる

• ２０１５～２０１７年：いわき市にある私立学校に勤務

• ２０１９～２０２４年：小高産業技術高等学校（南相馬市）勤務

• ２０２４～202６年：磐城高等学校に勤務（現２年次担任）



「震災遺産」
Disaster Heritage



【問い】

あなたの

明日への選択肢は

いくつありますか？

ワークシートに書いて
みましょう！



震災の記憶がない高校生が作った問い

生徒が「伝えたいこと」（ワークシートより）

「私は自分の進路について見つけるのが大変だと思っ
ていたけれど、明日生きるためにどうしたらいいか考え
なければいけない子供たちもいたということを知って、
今の安全な生活のありがたみを知った。」

「勉強できることや悩めることが当たり前ではないとい
うことを伝えたい。」

「そして、どうせできないと諦めないで欲しい。」



「語れる被災体験がない」
というジレンマ

01
福島で育ち

高3で被災
家族に被害は無し。
→直後に大学進学。
震災の記憶は
『あまり思い出したくな
い混乱』
として引き出しの奥へ。

02
被災地で教壇

に立つ恐怖
教員となり赴任したいわ
き市の学校で「デリケー
トな話題だから触れない
ように」と助言される。

被災地の生徒の前に立
つことに強い引け目。

03
ちっぽけな体験

への躊躇
「大した被災経験もない
私が、被災地の子どもた
ちに何を語れるのか？」
——被災体験がないこ
とへの葛藤がずっと続い
ていた。



「教える防災」の限界と
スタンスの転換

新科目「地理総合」で必須となった「防災教育」の壁
・ハザードマップや避難経路など「ノウハウ」だけを教えて終わりにしていいのか？
・震災に触れずに防災教育を行うことはできない。しかし、何をどう教えればいいのか？

■ 指導スタンスの根本的な転換

「先生だから全部知っているわけではない。
正解を教えるのではなく、震災遺産を通し
て生徒と一緒に考えよう。」



なぜ「震災遺産（モノ）」なのか？

博物館との

連携開発
福島県立博物館の学芸
員（筑波 匡介氏）と共
に授業を開発。
博物館から「震災遺産」
をお借りして、生徒は
「震災遺産」を目の前に
しながら、「震災遺産」
「生徒同士」と対話する。

対話のフック

（触媒）
被災体験がない生徒も
教員も、モノを介すること
で「何を感じたか」を起
点に対話をスタートする
ことができる。

「正解のない問い」を生
み出すためのきっかけに
もなる。

モノが持つ

問いかける力
教科書の文章とは異な
り、「モノ」は当時の事実
や人の思い、葛藤を雄弁
に、かつ押し付けがまし
くなく語りかけてくる。

そこが生徒の「自由な発
想」に繋がる。



「震災遺産と問いづくり」の
授業実践

1.福島県立博物館が所蔵する震災遺産から４種類を

選出

2.筑波氏と共に震災遺産の「問い」を創る。

3.グループごとに震災遺産Ａ～Ｄについて観察・予想。

4.筑波氏がグループごとに震災遺産Ａ～Ｄについて

それぞれ解説する。

5. ワールドカフェ方式で他のグループと震災遺産Ａ～

Ｄを共有する。



震災遺産Ａ

大会までのカウントダウン①

投げ捨てられたままのラケット②

道具も場所もない。

部活もできない！

その時あなたはど

んなことを考えま

すか？



震災遺産Ｂ

役割分担の貼り紙

どうして名前が書か

れていないのでしょ

うか？

避難所で何かできる

ことがありますか？



震災遺産Ｃ

みんなの夢

あなたの夢は

何ですか？

比較してどんなこ

とに気付きます

か？



震災遺産Ｄ

牛がかじった牛舎の柱

どうして柱はこんな
に削れているので
しょうか？

あなたが牧場主
だったら、牛を逃し
ますか？



6.  生徒に「震災伝承を担うこと」の重要性を説明する。

7.  震災遺産A～Dから１つ選んで、「問いづくり」を行う。

8.  「伝えたい相手」を選択する。

9.  個人で考えた「問い」をグループ内で共有する。

10.Googleスライドを使用して「問い」をクラス全体で

共有する。

（気になる「問い」には「いいね！」マークをつける）

11.グループワークの振り返り・感想を記入する。

「震災遺産と問いづくり」の
授業実践



伝えたい相手を想像することで
「問い」が考えやすくなる
→教員側もヒント出しやすくなる

「問い」を考えるよりも前に
「伝えたいこと」を考えること







磐城高校での授業実践

•高校２・３年＝震災時１～２歳児

→震災の記憶は一切無い

•高１生『総合的な探究の時間』

「津波被災地区探究」：震災の探究行う

→「経験」は出来ても「伝承」までは出来ていない



19
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震災遺産Ａ

久之浜「失われた街」模型

震災前を知っている

人々は今の久之浜を

見て、どんな気持ち

を抱くだろうか？



震災遺産Ｂ

バスの待合室に放置されたやかんとお茶

どんな気持ちでお茶を

温め、待っていたのだ

ろうか？

お茶はなぜ飲まれな

かったのか。



震災遺産Ｃ

みんなの夢

みなさんはここにどんな
願いを書き加えますか？



【伝えたいこと】

願い事というのは、日常のささいな時で

もすることだと思います。「テストで80点

以上取ってますように」とか「今日雨降り

ませんように」とか。そんなよくする願いを

こんなにも強く祈るときはないと思います。

そんな切実な願いが感じられる写真だと

思います。

震災遺産Ｃ みんなの夢

みなさんはここにどんな願いを
書き加えますか？



震災遺産Ｄ

牛がかじった牛舎の柱

牧場主は牛にどんな言葉
をかけて別れたのだろう
か？
みなさんは牛の最期を
どのように創りますか？



震災遺産Ｄ 牛がかじった牛舎の柱

牧場主は牛にどんな言葉をかけ
て別れたのだろうか？
みなさんは牛の最期をどのように
創りますか？

「命の重さは全て同じ」という言葉があるが、

このような惨事が震災時には起きてしまう。

生き物を飼っている人は、この遺産を通して、

非常事態の時にどのように生き物と向き合う

のかを考えてほしい。また、生き物を飼ってい

ない人でも牧場主が置かれている状況など

から、牧場主の決断の裏に隠されたものを読

み解き、震災について理解を深めてほしい。



何を失ったか、そ
れはよく考えられ
てきたが、何を得
たのかについては
あまり考えられて
いない。
災害の教訓･協力
することの大切さ、
新しいコミュニティ
など得られたりし
たはず。
前向きに物事を考
え、より未来に繋
がる伝承をしてほ
しい。



震災以前、新聞配
達員や待合所利
用者はどのような
気持ちでお茶を飲
んでいたのか？
あたたかいお茶が
いつもあることに
対しどう感じてい
たのか？

私たちが過ごす何
気ない日常も当た
り前ではなく、尊い
ものなのかもしれ
ません。



【生徒の変化】
生徒による「震災伝承ゼミ」の立ち上げ

■受動的な学びから主体的行動へ

・「教えられる側」だった生徒が、自ら問いを発し、伝える「当事者」へと変化。
・授業で生まれた問いが生徒の心に残り続け、探究への強いモチベーションとなった。

■生徒発案「震災伝承ゼミ」の誕生

・今年度、本校（磐城高校）で生徒たちが自主的に「震災伝承ゼミ」を
立ち上げた！
・冒頭で紹介した『明日への選択肢』の問いを作った生徒も立ち上げ
メンバーの一人。
・教員と生徒が『震災伝承や防災を共に学び合う仲間（パートナー）』
になった喜び。





【対話の広がり】
同世代へ手渡される「問い」

長野県・松本深志高校との交流授業（Zoom）

● 『問い』を受け取った他県の高校生たちの反応

   「ただの知識」としてではなく、手渡された問いを自分の問題として捉え、真剣に考え議論。

● 双方向の対話コミュニティの創出

   被災地から一方的に「教える／教わる」関係を超えて、同世代同士が「問い」を通じて共
に考え合う場が生まれた。

東京大学生との交流授業

● 『問い』を通して生まれる「対話」

   「問い」を通してそれぞれの立場や価値観を踏まえて、同じ目線で対話ができる。

● 記憶がない世代同士だからこその共感

「記憶がない/経験していない」同じ立場だからこそ、同じ目線で目の前の「問い」につい
て深く考えることが出来る。



【教員の変化】
語り部から「対話の伴走者」へ

■震災に向き合う教員自身の変容

被災体験を語ることに躊躇していた教員も、
「震災遺産」「問い」というトリガーがあることで
『語り部』という立ち位置ではなく、
同じ問いを考える『問いの伴走者』として
震災の伝承に携わることが出来る



「震災遺産と問いづくり」から考える
新しい震災伝承の可能性

•震災を知らない世代でも「問いづくり」を通して

震災伝承ができる

→誰でも「伝承者」になり得る活動

•「問いづくり」から始まる新たな震災伝承

→ “持続可能性のある震災伝承”

震災遺産を通した「対話」から生まれる「震災伝承」



「教える伝承」から
「共に問い、対話する伝承」へ

本日はご清聴ありがとうございました。

komine.syurina@fcs.ed.jp
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